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6月27日、パイオハザード市民予防センター主催による「バイオ施設を巡る住民運

動の現況と今後」というテーマで開かれたシンポジュウムに参加してきた｡武田問題対
策連絡会から7名が参加した。「武田薬品新研究所問題」の他、「武蔵村山P4旋設穂働

問題｣、「府中衛生研究所移転問題」が報告された。これらの報告を聞いて、改めて武田

薬品新研究所がいかに巨大か､について思い知らされた｡報告された他の施設も人口密

集地でP3研究はもとよりP4研究までやろうというのだから､危険極まりない事は明

らかだが､施設の大きさは､武田薬品研究所の1棟分程度の規模に過ぎない｡排気量は、

武田薬品新研究所は860万㎡/hにも上るが､新井先生のいた国立感染症研究所の場

合は4万㎡/h程度に過ぎず、200倍もの量である。武田はHEPAフィルターを使

っているからウイルスや遺伝子組み換え生物は排気量のO･03%程度しか放出せず、

ほとんど捕獲され外には漏れないと言っているが、武田の大丘の排気量で計算すると、

HEPAフィルターを通しても860万㎡×1万分の3=2580㎡/h(1日だと6

1920㎡/d)もウイルスが漏れ出しどうして安全だと言えるのだろうか。

WHOは遺伝子組み換え施設は､住宅や公共施設から雄して建てるべきであると立地

条件について勧告しているにも拘わらず､武田は、このような大量のバイオ排気を外部

に強制排出しても、WHOの見解は研究所の建物内部の問題であって､外部に放出して

も問題はないと強弁している。研究所の内部は安全だが､外部はどうなってもかまわな

いというのが武田の考え方と言わなければならない｡排気の問題ばかりでなく排水の問

題でも、藤沢市や住民と結んだ擢定を守らないで、どうして武田が住民向けパンフレッ

トでうたい文句としている「地城と調和し、安全や環境に配慮した新研究所」といえる

のだろうか。

バイオシンポジウムに参加して､武田の研究所が日本一巨大で、巨大なバイオ研究所を

住宅密集地に建てることがいかに危険か、改めてその恐ろしさを痛感した。
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